
平成１８事業年度

決 算 報 告 書

自：平成１８年４月 １日

至：平成１９年３月３１日

国立大学法人神戸大学



(様式２）

国立大学法人神戸大学

差　　　額

（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 24,533 24,378 △ 155 （注１）

施設整備費補助金 2,362 2,361 △ 1

補助金等収入 295 315 20

国立大学財務・経営センター施設費交付金 87 73 △ 14

自己収入 29,817 29,425 △ 392

授業料、入学料及び検定料収入 10,028 9,965 △ 63 （注２）

附属病院収入 19,491 19,132 △ 359 （注３）

雑収入 298 328 30

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,846 3,971 1,125 （注４）

貸付回収金 27 22 △ 5

承継剰余金 48 0 △ 48 （注５）

目的積立金取崩 200 0 △ 200 （注６）

計 60,215 60,545 330

 支出

業務費 47,613 46,698 △ 915

教育研究経費 28,040 26,994 △ 1,046 （注７）

診療経費 19,573 19,704 131

一般管理費 3,417 3,119 △ 298 （注８）

施設整備費 2,449 2,434 △ 15

補助金等 295 315 20

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,846 3,765 919 （注９）

貸付金 28 21 △ 7

長期借入金償還金 3,519 3,507 △ 12

承継剰余金 48 0 △ 48

計 60,215 59,859 △ 356

収入－支出 0 686 686

○予算と決算の差異について

　　　　予算額に比して１５５百万円少額となっています。

　　　　百万円少額となっています。

　　　　百万円少額となっています。

　　　　附金収入で２２４百万円、補助金の間接経費として２６２百万円予算額に比して決算額が多額となっています。

　　　　となっています。

　　　　た、教員人件費についても予算額に比して３７４百万円少額となっています。

　　　　百万円多額となっています。

（注６）目的積立金取崩については、当初見込んでいた取崩をしなかったため予算額に比して２００百万円少額となっています。

（注２）授業料、入学料及び検定料収入については、主として授業料収入が休学者の増加により予算額に比して決算額が６３

（注４）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、外部資金の獲得に努め産学連携等研究収入で６２６百万円、寄

（注３）附属病院収入については、当初見込んでいた病床稼働率及び診療単価の未達により、予算額に比して決算額が３５９

（注５）承継剰余金については、当初見込んでいた法人化以前の裁判が結審しなかったため、予算額に比して４８百万円少額

（注８）一般管理費については、役員に対する退職給付の減少により予算額に比して２９８百万円少額となっています。

（注７）教育研究経費については、教職員に対する退職給付の減少により予算額に比して５１４百万円少額となっています。ま

（注９）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注４）に示した理由等により、予算額に比して決算額が９１９

平成１８年度　決算報告書

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考

（注１）運営費交付金については、当初見込んでいた退職手当に係る前年度よりの繰越分１５５百万円を使用しなかったため、


